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９月４日～９月 12 日

定例会９月会議
令和７年小野町議会定例会９月会議は、９

月４日から 12 日まで９日間の日程で開かれま
した。

会議では、令和６年度各会計の決算、令和
７年度各会計補正予算など 18 件の町長提出議
案と報告１件、議員提出議案１件が提出され、
議案はすべて原案のとおり可決しました。

また、４名の議員が一般質問を行い、町政
各般にわたり町長の考えをただしました。

▲本会議の様子

◆令和６年度の決算を認定
会計区分 歳入総額 歳出総額 決算の主な内容

一般会計 ６９億７８７万円 ６３億８９９０万円 町政各般にわたる諸事業に要した経費です。

特
別
会
計

国民健康保険 １０億２５１２万円 ９億６５６３万円 国民健康保険に関する事業に要した経費です。

後期高齢者医療 １億３２１７万円 １億２４９２万円 後期高齢者の医療給付に関する事業に要した経費です。

介護保険 １４億７５１４万円 １３億３０９４万円 介護サービスに関する事業に要した経費です。

浄化槽整備推進事業 ４９１８万円 ４７３４万円 町が浄化槽の設置と維持管理に要した経費です。

文化・体育振興基金 ２６１万円 ２４７万円 文化・体育各団体へ活動補助金などに要した経費です。

水
道
事
業

収益的収支 １億６３６６万円 １億５０２９万円 浄水場等の維持管理や減価償却費等の経費です。

資本的収支 ６２８８万円 １億２８４８万円 企業債償還金及び水道管の布設替えなどの経費です。

※１万円未満切り捨て

令和６年度決算における、町の財政の健全性に関する指標が報告されました。
数値は、いずれも基準を下回っており、町の財政が健全な段階で推移していることが確認されました。

※実質公債費比率…一般会計等が実質的に負担する公債費の標準財政規模に対する割合。数値が小さいほど健全。
※実質赤字比率、連結実質赤字比率は、黒字のため「－」で表示。
※将来負担比率は、充当可能財源が将来負担額を上回るため「－」で表示。
※資金不足額がないため「－」で表示。

区分 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

小野町 － － 5.2 －

早期健全化基準
（黄色信号） 15.0 20.0 25.0 350.0 

財政再生基準
（赤信号） 20.0 30.0 35.0 

健全化判断比率（％）

区分 水道事業会計 浄化槽整備推進事業特別会計

小野町 － －

経営健全化基準 20.0 20.0 

資金不足比率（％）

◆健全化判断比率の報告 地方公共団体の財政の健全性に関する比率の報告
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会計区分 補正額 補正後予算額

一般会計 ３億８９８８万円 ７０億２８６９万円

特 別 会 計

国 民 健 康 保 険 ７０４万円 １０億１５８４万円
後 期 高 齢 者 医 療 １８２２万円 １億５１０２万円
介 護 保 険 ８７７４万円 １５億６４４９万円
文化・体育振興基金 １３万円 ２３１万円

浄化槽整備事業会計 収 益 的 支 出 △１２１万円 ４７８８万円
水 道 事 業 会 計 収 益 的 支 出 １６４万円 １億５６１８万円

◆
小
野
町
税
特
別
措
置
条
例
の
一
部
を
改
正

　
福
島
県
税
特
別
措
置
条
例
の
地
域
経
済
牽
引
事
業
促
進
区

域
に
お
け
る
課
税
免
除
に
係
る
条
項
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

固
定
資
産
税
が
課
税
免
除
と
な
る
対
象
施
設
の
設
置
期
限
を

変
更
す
る
た
め
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

◆
福
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る
地

方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
福
島
県
市
町
村

総
合
事
務
組
合
規
約
の
一
部
変
更

　
南
会
津
地
方
環
境
衛
生
組
合
が
令
和
７
年
３
月
31
日
に
解

散
し
た
こ
と
に
伴
い
、
組
合
の
構
成
団
体
の
数
を
減
少
さ
せ

る
た
め
、
福
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
変
更
を
行

う
も
の
。

◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
を
適
任
と
認
定

　
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
と
し
て
、
大
方
峯
子
氏
（
飯
豊

上
・
再
任
）
、
草
野
幸
雄
氏
（
塩
庭
一
区
・
新
任
）
を
推
薦

す
る
に
あ
た
り
、
議
会
の
意
見
を
求
め
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
、
全
員
一
致
で
推
薦
は
適
任
と
判
断
し
た
も
の
で
す
。

条
例
の
一
部
改
正

規
約
変
更

人
事
案
件

◆
議
員
派
遣
に
つ
い
て

　
小
野
町
議
会
会
議
規
則
第
１
２
７
条
第
１
項
に
よ
り
、
議

案
の
審
査
又
は
町
の
事
務
調
査
な
ど
の
た
め
議
員
を
県
内
外

に
派
遣
す
る
こ
と
に
つ
い
て
提
案
し
た
も
の
で
す
。

　
議
案
提
出
者
：
竹
川　
里
志 

議
員

議
員
提
出
議
案

各会計の補正予算額は、下表のとおりです。
一般会計の収入では地方交付税、国・県支出金のほか、町有地売払い等の財産収入などが増額となりました。支

出では、田村市イントラネットシステム運用負担金、新庁舎建築基本・実施設計業務委託料、ふくしま森林再生事
業委託料などが増額となりました。

また、各特別会計及び各事業会計で、現時点において必要な補正が行われています。

◆令和７年度各会計補正予算

※１万円未満切り捨て
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こ こ が 聞 き た い

常任委員会審査常任委員会審査常任委員会審査
定例会9月会議

予
算
決
算
常
任
委
員
会

答
シ
ス
テ
ム
標
準
化
移
行
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
の
切
替
と
な
る
こ
と
か
ら
、
接
続
事
業
者

に
よ
り
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
決
め
ら
れ
て
い
た

た
め
、
小
野
町
の
接
続
が
遅
く
な
っ
た
。

答
田
村
市
・
三
春
町
を
会
場
に
実
施
さ
れ

た
が
、
小
野
町
か
ら
の
参
加
者
は
無
か
っ
た
。

答
令
和
６
年
度
の
収
納
割
合
は
、
約
34
％

で
あ
る
。

答
令
和
６
年
度
の
利
用
割
合
は
、
約
14
％

で
あ
る
。

答
新
庁
舎
敷
地
付
近
に
は
本
管
が
布
設
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
今
年
度
布
設
工
事
を
行

う
予
定
で
あ
る
。

答
現
時
点
で
は
、
予
算
の
範
囲
内
で
対
応

で
き
て
い
る
。

問
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
の
切
り
替
え

が
田
村
市
、
三
春
町
と
同
時
期

に
で
き
な
か
っ
た
理
由
は
。

問
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
成
果
は
。

問
町
税
に
お
け
る
コ
ン
ビ
ニ
収
納

の
割
合
は
。

問
各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

の
利
用
割
合
は
。

問
新
庁
舎
へ
の
水
道
管
布
設
計
画

は
。

問
物
価
高
騰
に
よ
り
、
給
食
費
の

値
上
げ
な
ど
の
影
響
は
無
い
の

か
。

総
務
課

企
画
政
策
課

税
務
課

町
民
生
活
課

新
庁
舎
整
備
室

教
育
課
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現
地
調
査
を
実
施

　
予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
は
書
類
審
査

の
ほ
か
、
令
和
６
年
度
の
主
要
事
業
か
ら

数
か
所
を
抽
出
し
、
現
地
調
査
を
行
い
ま

し
た
。実
際
に
現
地
を
見
て
歩
く
こ
と
で
、

書
類
審
査
だ
け
で
は
見
え
て
こ
な
い
事
業

の
成
果
や
、
今
後
の
課
題
な
ど
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

常任委員会の常任委員会の
現地調査現地調査
常任委員会の
現地調査

担当課長からの説明を受ける

児童館　児童クラブ室

児童館建築工事

児童館　遊戯室

街なか道路歩道整備工事
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審議した議案と各議員の賛否
・賛成が「○」、反対は「×」と表示します。
・田村弘文議長は採決に加わりません。　・羽生洋市議員は定例会 9 月会議欠席のため、採決に加わりません。

会　
議　
名

提
出
区
分

議　案　名
可　
否

古
﨑　
泰
介

橋
本　
善
雄

國
分　
順
一

羽
生　
洋
市

會
田
百
合
子

緑
川　
久
子

先
﨑　
勝
馬

竹
川　
里
志

宗
像　
芳
男

水
野　
正
廣

中
野　
孝
一

定
例
会
９
月
会
議

町　
長

小野町税特別措置条例の一部を改正する条例について 可
決 ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

福島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び福
島県市町村総合事務組合規約の一部変更について

可
決 ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和６年度小野町一般会計歳入歳出決算の認定 認
定 ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和６年度各特別会計等歳入歳出決算の認定　６件 認
定 ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和７年度小野町一般会計補正予算 可
決 ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和７年度各特別会計等補正予算　６件 可
決 ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 適
任 ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 適
任 ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
員議員派遣について 可

決 ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※提出区分欄の「町長」は町長提出議案、「議員」は議員提出議案を示します。

議会基本条例第 22 条第２項の規定により、
令和６年度の議会費の使途を公表します。

項目 金額 使途の内容

職員人件費 １９３６万円 事務局職員に係る人件費
です。

議員報酬等 ４９８７万円 議会議員の報酬や議員共
済会への負担金等です。

議会運営 ７１５万円 視察旅費、会議録作成料、
各種負担金等です。

議会政策 ８７万円 各常任委員会の行政調査
及び調査活動です。

議会だより発行 ７８万円 おのまち議会だより４回
分の発行経費です。

合計 ７８０３万円

※１万円未満切り捨て◆議会費の公表
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４
人
の
議
員
が
一
般
質
問

町
政
町
政
をを
問
う
問
う

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

※
紙
面
の
関
係
上
、「
◆
」
の
質
問
と
答
弁
の
内
容
の
み
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
質
問
項
目
の
内
容
等
は
、
11
月
下
旬
に
小
野
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　
掲
載
予
定
の
「
会
議
録
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

緑川 久子 議員 �  ８ ページ
　１小・中学生の学力向上の取り組みについて
◆　・全国学力・学習状況調査（全国学力テスト）の
　　　分析結果の活用について
　２「６次化と発酵のまちづくり」味噌作業部会の
　　取り組みについて
◆　・加工施設・各種機器の導入・調理備品の設備について
　３あぶくま高原道路と小野インターを結ぶ接続道路の
　　開通について
　　・接続道路の段差の対策工事について

水野 正廣 議員 �  ９ ページ
　１一般行政について
◆　・町営住宅の利用状況について
◆　・防犯カメラの設置状況について

竹川 里志 議員 �  10 ページ
　１教育行政について
　　・小野町中学生議会について
　２河川改修について
◆　・河川改修と居住環境向上について
　３一般行政について
◆　・町制70周年記念事業について

古﨑 泰介 議員 �  11 ページ
　１小野インター周辺開発について
　　・大学の学部誘致について
◆　・ソフトボール場の設置について
　２交流人口増加について
　　・歴史的な文化・史跡を用いた誘客について
　３移住希望者の受け入れについて
　　・つどっておのまち事務所について
　　・移住希望者の相談対応について
　４子育て支援施策について
　　・学校給食の米飯給食について
◆　・地元産食材への理解向上について
　　・子育て支援策の周知手法について
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緑川 久子 議員

全国学力テストの結果と
学力向上の取り組みについて

テストの分析結果をもとに
改善に活かしていく

問問

答答
問
小
学
６
年
生
と
中
学
３

年
生
を
対
象
に
し
た
全
国
学

力
テ
ス
ト
で
、
本
県
の
平
均

正
答
率
は
、
前
回
よ
り
下
が

り
、小
学
生
の
国
語
、算
数
、

理
科
、
中
学
生
の
国
語
、
数

学
、
理
科
の
全
６
科
目
で
全

国
平
均
を
下
回
る
と
い
う
結

果
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
学

力
テ
ス
ト
は
、
学
力
の
向
上

を
目
的
に
児
童
生
徒
の
学
力

や
学
習
状
況
を
把
握
し
、
教

育
指
導
の
充
実
や
学
習
状
況

の
改
善
な
ど
に
活
用
さ
れ
ま

す
。
本
町
の
学
力
テ
ス
ト
の

結
果
と
学
力
向
上
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
長
小
野
町
に
お
け

る
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果

問
味
噌
作
業
部
会
は
発
酵
食
品
の
６
次
化
・
普
及
を
目
指
し
、
小
学
生

の
味
噌
づ
く
り
体
験
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
の
普
及
活
動
や
、
作
業
場

所
や
備
品
な
ど
外
部
の
方
々
か
ら
の
協
力
を
得
て
、
大
豆
の
栽
培
か
ら

味
噌
づ
く
り
を
行
っ
て
お
り
、
秋
に
は
２
７
０
㎏
の
味
噌
が
で
き
る
予

定
で
す
。

　

し
か
し
、
設
備
が
整
っ
て
い
な
い
中
で
の
味
噌
づ
く
り
は
、
作
業
も

大
変
で
、
中
で
も
大
豆
の
確
保
な
ど
が
難
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

発
酵
食
品
の
製
造
・
６
次
化
・
普
及
を
目
指
し
た
、
拠
点
と
な
る
保

健
所
の
基
準
に
合
格
し
た
加
工
施
設
や
各
種
機
器
の
導
入
、
調
理
備
品

の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

産
業
振
興
課
長
加
工
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
昨
年
度
、
旧
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
分
館
の
調
理
室
を
改
修
し
、
必
要
最
小
限
の
整
備
を
行

い
ま
し
た
が
、
配
管
か
ら
の
漏
水
な
ど
が
あ
り
、
活
用
す
る
に
は
施
設

全
体
の
調
査
が
必
要
な
状
況
で
す
。

　

今
後
、
専
門
家
に
よ
る
調
査
を
行
い
、
改
修
を
行
う
と
と
も
に
施
設

の
運
用
に
つ
い
て
も
具
体
策
を
提
案
し
て
い
き
ま
す
。
各
種
備
品
の
整

備
や
大
豆
の
確
保
に
つ
い
て
も
、
部
会
の
皆
さ
ん
と
相
談
し
な
が
ら
進

め
ま
す
。

に
つ
い
て
は
、
小
学
６
年
生

は
、
全
て
の
教
科
で
県
平
均

を
上
回
る
と
と
も
に
、
算
数

と
理
科
は
全
国
平
均
も
上
回

り
ま
し
た
。中
学
３
年
生
は
、

県
の
結
果
と
同
様
、
全
国
平

均
を
下
回
り
ま
し
た
が
、
小

学
６
年
生
の
時
に
実
施
し
た

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
と

比
較
す
る
と
、
県
平
均
・
全

国
平
均
と
の
差
が
と
も
に
縮

ま
っ
て
お
り
、
学
力
が
向
上

し
て
き
て
い
る
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
分
析

結
果
は
、
担
任
の
ほ
か
、
他

学
年
や
他
教
科
の
先
生
方
な

ど
も
加
わ
り
、
多
角
的
な
視

点
で
改
善
に
活
か
し
て
い
ま

す
。
教
育
委
員
会
に
お
い
て

も
、
夏
休
み
等
に
お
け
る
学

習
サ
ポ
ー
ト
事
業
や
各
種
検

定
の
検
定
料
補
助
な
ど
、
引

き
続
き
学
力
向
上
対
策
に
取

組
み
ま
す
。

「
６
次
化
と
発
酵
の
ま
ち
づ
く
り
」を

目
指
し
た
設
備
を

必
要
な
改
修
を
進
め
る
と
と
も
に
、

部
会
員
と
の
話
し
合
い
の
場
を
設
け
て
い
く

問問答答
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問
小
野
町
に
お
け
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
現
在
の
設
置
状
況
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

町
民
生
活
課
長
町
が
管
理
す
る
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
町
の
中
心

部
に
お
け
る
交
通
量
の
多
い
交
差
点
や
小
野
小
学
校
の
通
学
路

周
辺
な
ど
に
17
基
設
置
し
て
お
り
、
犯
罪
抑
止
効
果
の
ほ
か
、

警
察
へ
の
映
像
提
供
に
よ
る
捜
査
協
力
な
ど
に
も
貢
献
し
て
い

ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
公
共
施
設
の
屋
内
外
に
も
21
基
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

再
質
問
高
齢
者
世
帯
や
一
人
世
帯
の
方
の
安
心
の
た
め
に
も
、

個
人
住
宅
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
対
す
る
補
助
を
実
施
す
べ

き
と
考
え
る
が
町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町
民
生
活
課
長
個
人
住
宅
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
対
す
る

補
助
は
、
地
域
の
防
犯
力
向
上
に
繋
が
る
も
の
で
は
あ
り
ま
す

が
、
町
で
は
町
民
一
人
ひ
と
り
が
防
犯
に
対
す
る
意
識
を
持
つ

こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
防
犯
意
識
の
向
上
に
繋
が
る
広
報
活
動
を
行
っ
た

上
で
、
財
源
や
様
々
な
課
題
を
整
理
し
な
が
ら
防
犯
カ
メ
ラ
の

補
助
に
つ
い
て
調
査
・
検
討
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

水野 正廣 議員

問問

答答

町営住宅の利用状況と今後の計画について

適切な管理を行いながらニーズにあった
新たな公営住宅のあり方を研究していく

問
町
営
住
宅
の
空
室
が
多
い

と
聞
く
が
、
現
在
の
利
用
状
況

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

地
域
整
備
課
長
８
月
末
時

点
で
、
総
戸
数
２
５
１
戸
に
対

し
、
総
空
室
は
55
戸
で
す
。
な

お
、
総
空
室
55
戸
の
う
ち
、
解

体
予
定
を
除
く
実
際
に
入
居
可

能
な
空
室
は
31
戸
で
す
。

再
質
問
以
前
は
入
居
希
望

者
が
多
く
順
番
待
ち
が
続
い
た

と
記
憶
し
て
い
る
が
、
空
き
住

宅
が
増
え
た
原
因
に
つ
い
て
ど

う
考
え
る
か
伺
い
ま
す
。

地
域
整
備
課
長
減
少
理
由

と
し
て
、
入
居
要
件
に
合
わ
な

い
こ
と
、
人
口
減
少
に
よ
る
入

居
希
望
者
の
減
少
、
住
宅
の
老

朽
化
に
よ
り
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
状
況
と

個
人
住
宅
へ
の
設
置
補
助
に
つ
い
て

防
犯
意
識
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に

補
助
に
つ
い
て
も
調
査
・
検
討
す
る

合
致
し
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

民
間
賃
貸
住
宅
へ
の
入
居
や
戸

建
て
住
宅
の
取
得
を
選
択
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。ま
た
、

仕
事
の
都
合
な
ど
で
他
市
町
村

へ
転
出
す
る
方
も
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

再
々
質
問
現
在
の
町
営
住

宅
の
整
備
計
画
と
、
今
後
の
対

応
方
針
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

地
域
整
備
課
長
小
野
町
公

営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
で

は
、
耐
用
年
数
が
経
過
し
た
古

い
住
宅
は
解
体
し
、
比
較
的
新

し
い
住
宅
に
つ
い
て
は
長
寿
命

化
を
図
り
長
期
的
に
活
用
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
空
室
対
策
に
つ
い
て
は
、
入

居
対
象
要
件
の
緩
和
や
、
近
隣

の
民
間
賃
貸
住
宅
の
家
賃
水
準

な
ど
を
考
慮
し
家
賃
の
見
直
し

を
行
う
な
ど
、
入
居
し
や
す
い

条
件
を
検
討
し
ま
す
。

　

将
来
的
に
は
、
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
新
た
な
公
営
住
宅
の
あ

り
方
に
つ
い
て
も
今
後
調
査
研

究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問問答答
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竹川 里志 議員

河川改修事業にあわせた市街地環境整備で
居住環境の向上を

計画的に道路等の環境整備を行い、
魅力あるまちづくりに取り組む

問問

答答
問
右
支
夏
井
川
河
川
改
修
事
業

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
下
流
部
の

堤
防
は
一
部
狭
く
舗
装
さ
れ
て
い

な
い
場
所
が
あ
り
、
登
下
校
や
車

の
通
行
に
対
す
る
利
便
性
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
河
川
空
間
と
市
街
地

空
間
を
融
合
さ
せ
た
環
境
整
備
が

必
要
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
町
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

地
域
整
備
課
長
河
川
改
修
事

業
区
間
で
は
、
河
川
工
事
に
あ
わ

せ
た
道
路
拡
幅
や
側
溝
整
備
な
ど

が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
事

業
化
さ
れ
て
い
な
い
一
部
区
間
で

は
道
路
整
備
が
難
し
い
場
所
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
狭き
ょ
うあ
い
な
道

路
状
況
は
、
利
用
者
の
安
全
性
や

利
便
性
、
緊
急
時
の
対
応
な
ど
に

影
響
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、

問
今
年
は
町
制
70
周
年
記
念
と
し
て
様
々
な
事
業
が
実
施

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
や
予
算
額
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

総
務
課
長
４
月
に「
夏
井
千
本
桜
フ
ェ
ス
タ
」、６
月
に「
陸

上
自
衛
隊
第
六
音
楽
隊
演
奏
会
」
を
開
催
し
た
ほ
か
、
10
月

か
ら
11
月
に
か
け
て
は
、
健
康
ま
つ
り
や
町
植
樹
祭
、
記
念

式
典
や
特
別
講
演
会
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
な
ど

を
実
施
予
定
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
丘　

灯
至
夫
先
生
の
マ
ン
ガ
化
完
成
を
記
念

し
た
原
画
展
や
ポ
ケ
ふ
た
設
置
事
業
、
Ａ
Ｒ
フ
ォ
ト
フ
レ
ー

ム
事
業
や
デ
ジ
タ
ル
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
な
ど
も
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

予
算
額
に
つ
い
て
は
、
総
額

で
２
６
６
３
万
２
千
円
を
計
上

し
て
お
り
、
事
業
費
の
精
査
を

行
い
な
が
ら
執
行
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
こ
う
し
た
記
念
事

業
に
よ
り
、
本
町
の
歩
み
を
振

り
返
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
の

繋
が
り
を
深
め
、
地
域
活
力
の

向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

舗
装
部
と
路
肩
部
の
段
差
解
消
な

ど
、
実
施
可
能
な
対
策
を
計
画
的
・

段
階
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。
そ

の
ほ
か
、
河
川
堤
防
を
利
用
し
た

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
設
定
や

公
共
空
地
を
利
用
し
た
公
園
整
備

な
ど
、
健
康
づ
く
り
や
生
活
環
境

の
向
上
を
図
り
な
が
ら
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

再
質
問
小
野
町
は
南
北
に
長
い

河
川
に
沿
っ
た
形
を
し
て
い
る
の

で
、
河
川
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
る
べ
き
と
思
う
が
い
か

が
か
。

地
域
整
備
課
長
町
中
心
部

は
、
河
川
改
修
事
業
に
あ
わ
せ
た

公
園
整
備
や
、
堤
防
を
整
備
し
サ

イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
に
す
る
な
ど
、

河
川
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
の
地

域
は
、
県
河
川
が
多
い
た
め
協
議

が
必
要
で
す
が
、
堤
防
補
強
の
た

め
に
舗
装
し
た
道
路
を
活
か
し

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
す
る
な

ど
、
健
康
づ
く
り
に
も
配
慮
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

町
制
70
周
年
記
念
事
業
の

内
容
や
予
算
は

記
念
式
典
や
特
別
講
演
会
の
ほ
か
、

様
々
な
事
業
を
実
施
し
て
い
く

問問答答
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問
熊
本
県
山
都
町
で
は
、
町
内
の
生
産
者
を
取
材
し
、
給
食
に
使
用
す
る
野
菜
の
紹
介
や
農

産
物
生
産
へ
の
思
い
を
語
っ
て
も
ら
う
様
子
を
動
画
に
ま
と
め
、
小
中
学
校
の
給
食
の
時
間
に

動
画
を
見
せ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
小
野
町
で
も
、
地
元
農
産
物
を
紹
介
す
る
動
画

を
制
作
し
、
こ
ど
も
食
堂
な
ど
の
場
面
で
子
ど
も
た
ち
へ
見
せ
る
な
ど
、
地
産
食
材
へ
の
理
解

を
高
め
る
取
り
組
み
を
し
て
は
ど
う
か
、
伺
い
ま
す
。

教
育
課
長
町
の
学
校
給
食
で
は
、
小
野
町
産
の
お
米
や
野
菜
な
ど
地
産
食
材
を
多
く
活
用
し

て
お
り
、
食
育
の
推
進
や
地
域
の
活
性
化
な
ど
多
く
の
利
点
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

学
校
で
は
、
授
業
に
お
け
る
食
育
指
導
の
ほ
か
、
給
食
だ
よ
り
や
校
内
放
送
な
ど
に
よ
る
地

場
産
品
へ
の
理
解
を
深
め
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
学
２
年
生
で
実
施
す
る

職
場
体
験
で
は
、
生
産
者
の
方
々
に
も
受
け
入
れ
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
生
徒
が
生

産
者
の
努
力
や
思
い
を
学
ぶ
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
提
案
の
あ
っ
た
動
画
制
作
も
含
め
、
子
ど
も

た
ち
が
直
接
生
産
者
と
交
流
を
図
る
機
会
を
設
け
る
な
ど
、

地
場
産
品
の
理
解
度
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
検
討
し

ま
す
。

古﨑 泰介 議員

問問

答答

小野高校の跡地にソフトボール場を
設置してはどうか

跡地利活用の選択肢の一つとして
調査研究を行う

問
町
外
を
含
め
た
多
く
の

チ
ー
ム
が
小
野
町
に
集
ま
り

練
習
試
合
や
大
会
が
で
き
る

よ
う
な
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
を

イ
ン
タ
ー
周
辺
に
設
置
し
て

は
ど
う
か
、
現
・
小
野
高
の
敷

地
を
利
用
で
き
る
の
で
は
と

考
え
る
が
、
町
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

町
長
現
在
検
討
し
て
い
る
跡

地
利
活
用
の
選
択
肢
の
一
つ

と
し
て
調
査
研
究
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

地
元
農
産
物
を
紹
介
す
る
動
画
で
、

地
産
食
材
へ
の
理
解
を
高
め
る
取
り
組
み
を
し
て
は

動
画
制
作
も
含
め
、
地
場
産
品
の
理
解
度
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
を
検
討
す
る

問問答答
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【議長あいさつ】
　今日の質問は、小野町で生活し小野町をより良くし
たいと思っているからこそ出された提案・質問だった
と思います。
　少しの変化や違和感に気づくことができるからこそ
改善できる部分があり、その積み重ねが町を良くして
いきます。そして私たちも小野町がより好きになり、
住み続けたいと思えるようになります。
　今日の提案が少しでも町を良くしていくきっかけに
なれば嬉しいです。貴重な機会をいただきありがとう
ございました。宇

う さ み

佐美 琴
こ と ね

音議長

議員番号

7番

Suica カードと勉強場所について

小野町の交通について

目安箱の設置について

議員番号

4番

議員番号

6番

議員番号

5番

問小野新町駅や夏井駅でも Suica カードを利用できるようにしてはどうでしょう
か。また、駅や中学校の近くに気軽に利用できる勉強スペースを設けてはどうでしょ
うか。

答Suica のエリア拡大については JR 東日本に要望していますが、具体的にいつ
どの駅まで拡大されるのかは示されていません。町では引き続き、県を通して要望
していきます。勉強スペースについては、文化の館内の郷土資料館や図書館に設置・
開放しているため、多くの皆さんに利用いただけるよう広くお知らせしていきます。

問丸忠ストア近くの踏切を広げる工事はいつ頃開始されるのでしょうか。また、
駅前駐車場付近の混雑と事故防止のために、マナーの呼びかけや警備員の配置、
アプリによる駐車状況の確認などを検討してはどうでしょうか。
答県でも踏切の幅を広げる調査を進めていますが、JR との調整も必要なため
工事の開始時期はまだ決まっていません。引き続き、県・JR・町が協力し安全
対策をしていきます。
　また、駅前駐車場の警備員配置やアプリを活用した対策は、すぐの導入は難
しいですが、利用者のマナー向上についてはすぐに取り組めるものですので、適
正利用を呼びかけていきます。

問町に対する意見や質問が気軽にできるよう、ＱＲコードを活用したデジタル
目安箱を設置してはどうでしょうか。

答さまざまな方からの意見を聞いて町政に反映させることはとても大事である
と考えています。デジタル目安箱は、若い世代の方も含め気軽に意見を投稿す
ることができ、町にとっても素早く情報を集約・分析できるためそれぞれにメリッ
トがある効果的なアイデアだと思います。
　町では行政手続きのデジタル化を推進していることから、今後デジタル目安
箱の設置に向け検討してまいります。

宍宍
し し どし し ど

戸戸　　万万
か ず はか ず は

葉葉  議員議員

先先
せんざきせんざき

﨑﨑　　柚柚
ゆ ず はゆ ず は

葉葉  議員議員

根根
ね も とね も と

本本　　香香
か ほか ほ

穂穂  議員議員
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届け、若者の声！届け、若者の声！
～ 中 学 生 議 会 ～～ 中 学 生 議 会 ～

新新
に っ たに っ た

田田　　朔朔
さ く やさ く や

也也  議員議員

空き家や田畑の有効利用について

小野町の観光業を盛り上げるために

エコカー用設備と学校のＰＣに関する提案

議員番号

1番

佐佐
さ と うさ と う

藤藤  昂昂
こうのすけこうのすけ

之之介介議員議員

議員番号

3番

磯磯
いそざきいそざき

﨑﨑　　太太
た い ちた い ち

一一  議員議員

議員番号

2番

問空き家や空き農地を都会の人に安く貸し出して、小野町の魅力を知っても
らえれば、移住者の増加につながると考えられます。空き家や空き農地を、貸
したい・売りたい人と、借りたい・買いたい人を結びつける役割を町が行って
はどうでしょうか。
答町では、空き家や空き地の所有者が物件情報を登録し、ウェブサイトで公
開することで、貸したい・売りたい方と借りたい・買いたい方とのマッチングを
支援する「空き家・空き地バンク」を運営しています。今後は、移住希望者のニー
ズが多い「農地付き空き家」も登録ができるよう制度の見直しを行うなど、耕
作されていない田んぼや畑の有効利用に努めていきます。

問町内の国道・県道にサイクリングロードを作り、サイクリストを呼び込んで
はどうでしょうか。また、マンホールに絵を描くマンホールアートを行ってはどう
でしょうか。
答今すぐのサイクリングロード整備は難しいですが、近隣自治体と連携した田村
地域を巡る３つのサイクリングルートがあるため、まずは情報発信を積極的に行い、
サイクリストを呼び込めるよう取り組んでいきます。
　マンホールアートは、町の魅力発信ツールとして有効であり、今年度、株式会社
ポケモンの協力によりポケモンのキャラクターを描いたマンホール蓋「ポケふた」を
設置する予定です。まずは「ポケふた」を活用し、町の魅力発信を図っていきます。

問自動車用充電スタンドや水素ステーションを町が率先して整備してはどうでしょうか。
また、中学校のパソコンを高性能なものへ更新するとともに、町全体のインターネット環境
を高度にしてリモートワークに対応できるようにすれば、都市部からの移住者も増えるので
はないでしょうか。
答急速充電設備は大きな電力が必要であり、設置運営には専門的技術や高額な費用が必
要なため、民間の専門事業者が整備することが最善と考えます。新しい役場庁舎には、ぜ
ひ急速充電設備を整備できるよう誘致していきたいと考えています。
　中学校のパソコンについては、現在１人１台のタブレットも整備されているため、使用目
的に応じた使い分けや、動作環境の改善にも努めていきます。町全体のインターネット環境
については、公共施設への無料Ｗｉ- Ｆｉを設置していますが、さらにインターネット環境の
高度化を図れるよう関係機関と協議していきます。

８月１日に開催された「小野町中学生議会」で、中学生議員の皆さんから出された質問と、８月１日に開催された「小野町中学生議会」で、中学生議員の皆さんから出された質問と、
それに対する町の答弁についてご紹介します。それに対する町の答弁についてご紹介します。
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中学生議員アンケート中学生議員アンケート
中学生議会終了後、中学生議員を務めた７名の生徒にアンケートに回答していただきました。中学生議会終了後、中学生議員を務めた７名の生徒にアンケートに回答していただきました。

その内容の一部についてご紹介します。その内容の一部についてご紹介します。

回答 回答数
良かった 7
まあまあ良かった 0
あまり良くなかった 0
良くなかった 0

回答 回答数
まちづくりに参加したかったから 4
議員になってみたかったから 1
先生に推薦されたから 0
その他 4

回答 回答数
すごく興味・関心をもった 3
興味・関心をもった 4
あまり興味・関心をもたなかった 0
まったく興味・関心をもたなかった 0

回答 回答数
ぜひ続けた方がよい 7
できれば続けたほうがよい 0
続けないほうがよい 0
どちらともいえない 0

【主な理由】【主な理由】
　●　●  自分の意見を町長や議会の皆さんに伝えられたから自分の意見を町長や議会の皆さんに伝えられたから
　●　●  町の議会がどのように行われているか、見ることができてよかった町の議会がどのように行われているか、見ることができてよかった
　●　●  相手の話に耳を傾けるということを知ることができた相手の話に耳を傾けるということを知ることができた
　●　●  貴重な体験をできて楽しかった貴重な体験をできて楽しかった
　●　●  あまり言えない意見を直接言うことができたからあまり言えない意見を直接言うことができたから

【その他の理由】【その他の理由】
　●　●  議長という立場がどのような議長という立場がどのような
　  役割か知りたかった　  役割か知りたかった
　●　●  友だちに誘われた友だちに誘われた
　●　●  先輩もやっていたから先輩もやっていたから
　●　●  小野町をもっとより良くしたかった小野町をもっとより良くしたかった

【主な感想・意見】【主な感想・意見】
　●　●  議会の場で自分の意見が言えたことが嬉しかったです。この意見が採用され、小野町議会の場で自分の意見が言えたことが嬉しかったです。この意見が採用され、小野町

がさらに良い町になることを期待しています。がさらに良い町になることを期待しています。
　●　●  町の政治について知ることができてよかったです。高校生になっても政治に興味を持ち続けたいです。町の政治について知ることができてよかったです。高校生になっても政治に興味を持ち続けたいです。
　●　●  参加する前はどのようなことをするのか分からなかったが、貴重な体験をすることができて参加してよかったと思参加する前はどのようなことをするのか分からなかったが、貴重な体験をすることができて参加してよかったと思

いました。いました。
　●　●  普段はあまり町について考えることはなかったけど、参加するにあたって町の良いところや改善点を考える機会に普段はあまり町について考えることはなかったけど、参加するにあたって町の良いところや改善点を考える機会に

なってよかったです。また、自分の考えを伝え、町長が答弁をしてくださり、疑問もなくなってよかったです。なってよかったです。また、自分の考えを伝え、町長が答弁をしてくださり、疑問もなくなってよかったです。
　●　●  ちゃんとした議会で、とても緊張しました。ちゃんとした議会で、とても緊張しました。
　●　●  政治や議会に興味をもつ学生を増やすために、中学生議会以外にも政治や議会に興味をもつ学生を増やすために、中学生議会以外にも

行政に学生が参加する場を設けてみてはいかがでしょうか。行政に学生が参加する場を設けてみてはいかがでしょうか。
　●　●  小野町のことについて向き合う機会ができたのでよかったです。小野町のことについて向き合う機会ができたのでよかったです。

あなたは、中学生議員をやってよかったですか。また、その理由を教えてください。あなたは、中学生議員をやってよかったですか。また、その理由を教えてください。問1問1

中学生議員に立候補した理由を教えてください。（複数回答可）中学生議員に立候補した理由を教えてください。（複数回答可）問2問2

中学生議会を通して、議会に興味・中学生議会を通して、議会に興味・
関心を持ちましたか。関心を持ちましたか。問3問3

中学生議会を体験して、よかったところや改善してほしいところな中学生議会を体験して、よかったところや改善してほしいところな
ど、感想や意見を記入してください。ど、感想や意見を記入してください。問5問5

中学生議会をこれからも続けたほう中学生議会をこれからも続けたほう
がよいと思いますか。がよいと思いますか。問4問4
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移動式冷風機

今回は、昨年の中学生議会で「検討したい」と答弁があったものについて、今回は、昨年の中学生議会で「検討したい」と答弁があったものについて、
その後の町の対応を検証します。その後の町の対応を検証します。

《部活動を充実して行うための提案》

その後…その後…

事故やけが、熱中症などの対策のために、武道場へのエアコン設置を提案します。事故やけが、熱中症などの対策のために、武道場へのエアコン設置を提案します。
（令和６年度中学生議会における質問）（令和６年度中学生議会における質問）

質問質問

武道場へのエアコン設置は、熱中症対策や練習の効率化による技術向上にも繋武道場へのエアコン設置は、熱中症対策や練習の効率化による技術向上にも繋
がると考えますが、大規模な空調設備の導入には、設置や維持管理に多額の費がると考えますが、大規模な空調設備の導入には、設置や維持管理に多額の費
用が必要です。今すぐには難しいかもしれませんが、大型扇風機を増やすなど、用が必要です。今すぐには難しいかもしれませんが、大型扇風機を増やすなど、
町としても対策を講じていきます。町としても対策を講じていきます。

答弁答弁

　令和７年８月に、国の交付金などを活用　令和７年８月に、国の交付金などを活用
して移動式冷風機を購入し、小野小学校へして移動式冷風機を購入し、小野小学校へ
５台、小野中学校に５台、小野中学校に
６台配備しました。６台配備しました。
　小野中学校では、　小野中学校では、
体育館や武道場での体育館や武道場での
部活動時に早速冷風部活動時に早速冷風
機を活用し、熱中症機を活用し、熱中症
対策に役立てていま対策に役立てていま
した。した。

追跡 どうなった?追跡 どうなった?
あの一般質問を検証！あの一般質問を検証！
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当
委
員
会
で
は
、
多
様
な
手
法
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を

テ
ー
マ
に
掲
げ
、
人
口
減
少
が
顕
著
な
地
方
の
解
決
策
思

考
の
た
め
、
移
住
・
定
住
・
関
係
人
口
の
方
策
や
Ｄ
Ｘ
を
用

い
た
地
方
創
生
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
行
政
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。

◆
移
住
・
定
住
・
関
係
人
口
推
進
の
取
り
組
み

　
北
海
道
東
川
町

　
東
川
町
は
人
口
約
8
︐
7
0
0
人
と
小
野
町
と
同
規
模

で
あ
り
、「
適
疎
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
旭
川
市
に

隣
接
し
た
立
地
条
件
と
大
雪
山
の
自
然
環
境
を
生
か
し
た

「
写
真
の
町
」
を
基
軸
に
、
国
際
交
流
を
は
じ
め
景
観
住
宅

建
築
支
援
や
空
き
家
対
策
と
し
て
の
中
間
管
理
住
宅
制
度

や
起
業
化
支
援
事
業
を
展
開
す
る
な
ど
、
移
住
・
定
住
・

関
係
人
口
推
進
の
取
り
組
み
に
よ
り
若
い
世
代
を
中
心
に

人
口
増
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　
国
際
共
創
を
目
的
と
し
た
全
国
で
唯
一
の
町
立
に
よ
る
東

川
町
立
日
本
語
学
校
は
、現
在
、１
０
０
名
ほ
ど
が
在
籍
し
、

留
学
生
に
は
充
実
し
た
奨
学
金
制
度
や
寮
費
の
補
助
な
ど

の
経
済
支
援
を
は
じ
め
、
多
文
化
共
生
室
の
設
置
、
国
際

交
流
員
（
約
10
名
）
の
配
置
、
他
に
も
、
留
学
生
の
募
集

や
選
定
に
際
し
て
は
台
湾
、
中
国
、
韓
国
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ

ム
な
ど
５
か
国
に
海
外
事
務
所
を
設
置
す
る
な
ど
、
留
学

生
が
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
が
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
東

川
町
の
こ
れ
ら
の
人
材
と
財
源
を
要
し
た
留
学
生
の
受
け

入
れ
体
制
は
、
町
と
し
て
も
多
文
化
共
生
社
会
の
在
り
方

や
町
立
に
よ
る
日
本
語
学
校
の
可
否
を
巡
っ
て
検
討
す
べ

き
課
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
他
に
も
、
東
川
小
学
校
や
「
複
合
施
設　
共
生
プ
ラ
ザ

そ
ら
い
ろ
」「
せ
ん
と
ぴ
ゅ
あ
」「
キ
ト
ウ
シ
の
森
き
と
ろ
ん
」

な
ど
、
子
育
て
世
代
や
全
世
代
に
対
応
し
た
施
設
が
整
備

さ
れ
て
お
り
、
町
に
は
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
カ
フ
ェ
や
雑
貨

店
が
点
在
し
、
多
様
な
人
と
の
交
流
に
よ
る
地
域
の
活
性

化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
東
川
町
の
多
様
で
総
合
的
な
町
独
自
の
取
り
組
み
は
、
持

続
可
能
な
町
づ
く
り
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

常任委員会　　研修レポート常任委員会　　研修レポート
研
修
先
：
北
海
道
東
川
町
・
旭
川
市
・
東
神
楽
町

期　
間
：
８
月
20
日
～
22
日総

務
文
教
常
任
委
員
会　
委
員
長

緑
川　
久
子

東川町の多様な地域づくりについての研修

旭川市 ICT パークを視察

◆
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
パ
ー
ク
」
を
核
と
し
た

　
　
　
　
　
　
　
＂賑
わ
う
地
域
＂
づ
く
り

　
北
海
道
旭
川
市

　
旭
川
市
「
I
C
T
パ
ー
ク
」
は
、
産
官
学
に
よ
る
協
議

会
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
I
C
T
人
材
の
育
成
・
交
流
や

I
C
T
産
業
の
活
性
化
や
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
創
出
を
推

進
す
る
た
め
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
北
海
道
最
大
級
＂

 
e
ス

ポ
ー
ツ
＂
競
技
場
を
核
と
し
て
展
開
し
て
い
る
Ｄ
Ｘ
を
活
用

し
た
地
域
創
生
の
取
り
組
み
を
研
修
し
て
き
ま
し
た
。

◆
「
東
神
楽
大
学
」
の
地
方
創
生
の
取
り
組
み

　
東
神
楽
町

　
「
東
神
楽
大
学
」
は
廃
校
と
な
っ
た
小
学
校
を
活
用
し
た

完
全
民
営
の
地
方
創
生
複
合
施
設
と
し
て
、住
民
憩
い
の
場
、

地
元
特
産
品
等
の
直
売
、
レ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
等
を
展
開
し
、

関
係
人
口
増
加
や
町
の
課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
今
回
の
行
政
調
査
に
丁
寧
に
対
応
い
た
だ
き
ま
し
た
東
川

町
、
旭
川
市
、
そ
し
て
東
神
楽
町
の
み
な
さ
ま
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
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当
委
員
会
で
は
、
人
口
減
少
に
対
応
し
持
続
可
能
な
行

政
運
営
を
展
開
し
よ
う
と
す
る
自
治
体
の
先
進
事
例
を
聴

取
・
実
施
確
認
の
た
め
、「
子
育
て
支
援
政
策
」
と
「
有
機

農
業
事
業
」
を
テ
ー
マ
に
行
政
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

◆
「
子
育
て
支
援
政
策
」
に
つ
い
て

　
熊
本
県
高
森
町

　
高
森
町
は
、
人
口
約
５
︐
７
０
０
人
の
自
治
体
で
す
。
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援

策
の
情
報
発
信
の
た
め
、
子
育
て
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
町
外

用
に
10
万
部
作
成
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
へ
の
同
封
、

県
の
Ｕ
タ
ー
ン
窓
口
（
東
京
、
大
阪
、
福
岡
）
へ
の
送
付
、

県
外
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
の
配
布
な
ど
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
元
の
熊
本
日
日
新
聞
や
く
ま
に
ち
キ
ャ
ロ
ッ
ト

（
子
育
て
情
報
誌
）
へ
の
掲
載
や
、
加
入
率
98
％
の
た
か
も

り
ポ
イ
ン
ト
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
）
に
よ
り
情

報
発
信
が
上
手
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
他
に
も
保
育
料
の
完
全
無
償
化
や
在
宅
育
児
支
援
手
当

な
ど
、
町
独
自
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
手
当
の
申
請

は
、
子
ど
も
や
保
護
者
の
話
を
聞
く
機
会
と
す
る
た
め
に
、

毎
月
提
出
と
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
小
野
町
で
は
、
す
べ
て
の
子
ど
も
を
こ
ど
も
園
に
預
か
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
多
い
と
聞
い
て
い
た
た
め
、
地
域
性

に
よ
る
考
え
方
の
違
い
を
感
じ
ま
し
た
。　

　
全
国
的
に
出
産
数
が
減
少
し
て
い
る
な
か
で
子
育
て
支

援
を
充
実
さ
せ
る
自
治
体
は
多
く
、
小
野
町
も
子
育
て
支

援
の
充
実
は
し
て
い
る
と
思
う
の
で
、
情
報
発
信
に
つ
い
て

見
習
う
べ
き
点
が
多
い
と
感
じ
ま
し
た
。

◆
「
有
機
農
業
事
業
」
に
つ
い
て

　
熊
本
県
山
都
町

　

山
都
町
は
、
人
口
約
１
２
︐
０
０
０
人
の
有
機
農
業
全

国
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
で
あ
り
、
そ
の
歴
史
は
１
９
７
０

年
代
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
有
機
農
業
と
は
、
化
学
肥
料
、
化
学
合
成
農
薬
に
頼
ら

ず
土
が
本
来
持
つ
力
を
活
か
し
、
生
き
物
と
共
生
し
つ
つ

自
然
と
の
調
和
を
大
切
に
し
な
が
ら
行
う
環
境
に
や
さ
し

い
農
法
の
こ
と
で
す
。

　
山
都
町
有
機
農
業
協
議
会
が
設
立
さ
れ
て
お
り
、
無
農

薬
、
有
機
農
業
生
産
間
の
交
流
を
は
か
り
有
機
農
業
経
営

の
確
立
を
目
指
し
な
が
ら
生
産
者
グ
ル
ー
プ
や
専
門
部
会

な
ど
で
地
域
と
の
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　
将
来
の
担
い
手
を
確
保
す
る
た
め
、
山
都
町
独
自
の
研

修
機
関
と
し
て
設
立
し
た
「
山
都
地
域
担
い
手
育
成
総
合

支
援
協
議
会
」
は
、
熊
本
県
の
認
定
研
修
機
関
に
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。
受
け
入
れ
農
家
13
件（
う
ち
有
機
農
家
７
件
）

で
、
受
け
入
れ
農
家
は
研
修
後
も
身
近
な
相
談
者
と
な
り
、

常任委員会　　研修レポート常任委員会　　研修レポート
研
修
先
：
熊
本
県
高
森
町
・
熊
本
県
山
都
町

期　
間
：
７
月
16
日
～
18
日厚

生
産
業
常
任
委
員
会　
委
員
長

會
田 

百
合
子切れ目ない子育て支援の高森町

有機農業全国№ 1 の山都町

サ
ポ
ー
ト
を
続
け
て
く
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
有
機
農
業
に
携
わ
っ
て
い
る
町
議
会
議
長
か
ら

は
、
毎
日
の
記
録
を
残
す
こ
と
が
大
変
で
あ
る
と
実
体
験
に

基
づ
く
話
を
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
研
修
で
拝
見
し
た
動

画
で
は
、
若
い
世
代
の
農
家
が
ど
の
方
も
自
信
と
誇
り
を

持
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
小
学
校
で
も
給
食
に
有

機
栽
培
の
野
菜
と
米
を
使
い
、
給
食
の
時
間
に
は
生
産
者
の

映
像
を
流
す
な
ど
、
農
家
と
ふ
れ
あ
う
機
会
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　
山
都
町
の
有
機
農
業
は
長
い
年
月
を
か
け
て
作
り
あ
げ
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
担
い
手
不
足
も
含
め
、

小
野
町
に
お
い
て
も
農
業
が
儲
か
る
仕
事
と
し
て
希
望
を
持

つ
こ
と
が
で
き
る
政
策
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
今
回
の
行
政
調
査
に
丁
寧
に
対
応
い
た
だ
き
ま
し
た
高
森

町
の
み
な
さ
ま
、
そ
し
て
山
都
町
の
み
な
さ
ま
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
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議会活動トピックス
全国町村議会議員広報

研修会に参加（８月２８日）

町村議会議員研修会に
参加（１０月２０日）

平田村議会との交流会を
開催（１０月３日）

三春町議会との交流会を
開催（１０月２０日）

　東京都で行われた研修会に、議会広報
編集委員から５名が出席しました。イン
タビュー記事の作成や、スマホを活用し
た動画撮影ノウハウなど、時代のニーズ
に合った広報の手法を学びました。

　県内の町村議会議員を対象にした議員
研修会へ参加しました。研修では、住民
参加型の議会改革の取り組み事例を学ん
だほか、今後の政局・政治展望に関する
講演を聴講しました。

　ふるさと文化の館や小野町児童館「キ
ラッと☆おの」を視察しながら、今後の
まちづくりに関する意見交換を行いまし
た。

　「議会改革の取り組みについて」をテー
マに意見交換を行いました。それぞれの
議会が抱える課題や今後の対応策につい
て、両議会から多くの意見が出され、有
意義な意見交換会となりました。

インタビュー記事について研修

議会改革について学ぶ

キラッと☆おのでの視察

各議会の取り組みを報告
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議 会 活 動 日 誌

議会からのお願い 議会だよりの取材のため、腕章をつけた広報編集委員会の委員が
お伺いしますので、ご理解・ご協力をお願いします。

1日
4日~　6日

5日
7日

8日

11日
15日
18日

20日~22日

23日

24日

25日

26日

27日

28日~29日

3日
4日

5日
7日

8日~11日
12日

小野町中学生議会
決算監査（書類審査）
百歳賀寿贈呈式
県町村議会議長会正副会長会議・理事・
監事合同会議（福島市）
県町村議会議長会定期総会決議に基づく
県への要望活動（福島市）
月例全員協議会
総務文教常任委員会
議会運営委員会
広野町サマフェス 2025（広野町）
おのまち「夏まつり」
県町村議会議長会正副議長・事務局長研
修会（福島市）
総務文教常任委員会行政調査（北海道東
川町・旭川市）
町民グラウンドゴルフ大会
釈迦堂川花火大会（須賀川市）
市町村対抗野球大会小野町チーム激励金
交付式
例月出納検査
決算監査報告
議会運営委員会
全員協議会
県町村議会議長会定期総会決議事項に係
る国への要望活動（東京都）
全国町村議会広報研修会（東京都）

教育行政評価報告
定例会９月会議（本会議）・常任委員会
新庁舎建設等検討特別委員会
定例会９月会議（一般質問）
小野町総合防災訓練
定例会９月会議（予算決算常任委員会）
定例会９月会議（本会議）
月例全員協議会

８月

９月

総鎮守諏訪神社秋季例大祭
百歳賀寿贈呈式（２件）
小野町戦没者追悼式
例月出納検査
市町村対抗ゴルフ大会小野町チーム報告会
塩竃神社例大祭
小野大倉獅子奉納
田村市制施行２０周年記念式典（田村市）

市町村対抗ソフトボール小野町チーム激励会
平田村議会との交流会
芝山町制七十周年記念式典（千葉県芝山町）
かさま新栗まつり（茨城県笠間市）
笠間市長表敬訪問　農園視察（茨城県笠間市）
県町村議会議長会理事・監事合同会議（福島市）
小野町老人クラブ連合会長杯グラウンドゴル
フ大会
公立小野町地方綜合病院企業団議会定例会
月例全員協議会
小野小学校運動会
第 15回全国発酵食品サミット in とみや（宮
城県富谷市）
全国町村監査委員研修（東京都）
郡山地方広域消防組合議会 10月定例会（郡
山市）
小野町消防団秋季検閲式
県町村議会議員研修会（郡山市）
三春町議会との交流会（三春町）
新庁舎建設等検討特別委員会
全員協議会
広報編集委員会
例月出納検査
おのまち健康まつり 2025
田村三方部親善剣道大会
右支夏井川河川改修要望活動（福島市）

14日
20日
22日
25日

27日

28日

2日
3日
5日

6日
7日

9日
10日
11日

16日
17日

19日
20日

22日

24日
26日

30日

10 月
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ス
マ
ホ
用
ア
プ
リ

で
配
信
し
て
い
ま
す
！

　

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に「
お
の
ま
ち
議
会
だ
よ
り
」

を
お
届
け
で
き
る
よ
う
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
無
料
広

報
誌
ア
プ
リ「
マ
チ
イ
ロ
」で
配
信
を
し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

QRコードから
アクセス

してください

発
行
者
／
福
島
県
小
野
町
議
会

編
集
／
議
会
広
報
編
集
委
員
会

〒
９
６
３
ー
３
４
９
２

福
島
県
田
村
郡
小
野
町
大
字
小
野
新
町
字
舘
廻
92

�

☎
０
２
４
７
ー
７
２
ー
６
９
３
０

令
和
７
年

11
月
26
日
発
行

１
８
４
号

お
の
ま
ち
議
会
だ
よ
り

【小野町議会広報編集委員会】
委　員　長� 田村　弘文
副 委 員 長� 中野　孝一
委　　　員� 先﨑　勝馬
委　　　員� 緑川　久子
委　　　員� 會田百合子
委　　　員� 羽生　洋市
委　　　員� 國分　順一
委　　　員� 橋本　善雄

定例会 12 月会議は

12月４日（木）から開会します。
一般質問は12月５日㈮の予定です。

ぜひ傍聴にお越しください。
●傍聴席が満席の場合は、会議室でのテレビ視聴となる場合があります。
●一般質問の様子は、YouTubeでのライブ配信を行います。
　※詳しくは小野町議会事務局までお問い合わせください。（☎0247-72-6930）

表
紙
の
写
真

　
11
月
９
日
に
小
野
町
で
開
催
さ
れ
た
「
第
８
回
ふ
く
し

ま
植
樹
祭
・
小
野
町
70
周
年
記
念
植
樹
祭
」
で
は
、
豊
か

な
自
然
を
未
来
へ
継
承
す
る
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、

小
野
公
園
周
辺
に
ミ
ズ
ナ
ラ
や
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
、
サ
ク
ラ

な
ど
の
苗
木
１
０
０
０
本
が
植

樹
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
苗
木
た
ち
が
立
派
な
成

木
に
な
る
頃
、
今
と
は
ま
た

違
っ
た
自
然
豊
か
な
小
野
公
園

の
景
色
が
見
ら
れ
る
と
思
う

と
、
成
長
が
待
ち
遠
し
く
な
り

ま
す
。

　
今
年
最
後
の
議
会
だ
よ
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
い
つ
も
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
今
年
も
多
く
の
話
題
が
あ
り
ま
し
た
が
、
開

幕
前
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
声
が
目
立
ち
心
配
さ
れ

た
大
阪
関
西
万
博
も
、
結
果
的
に
は
成
功
し
て

終
え
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　
何
事
も
、
企
画
し
無
事
終
え
る
ま
で
に
は
多

く
の
方
々
の
協
力
や
支
援
が
必
要
で
す
。

　
小
野
町
に
置
き
換
え
て
み
る
と
、
町
づ
く
り

や
イ
ベ
ン
ト
開
催
も
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
が

な
け
れ
ば
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

　
是
非
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
、
ご
提
案
・
ご

意
見
を
い
た
だ
き
、
町
が
活
気
づ
く
よ
う
ご
支

援
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

２
０
２
６
年
も
持
続
可
能
な
町
を
目
指
し
、

小
野
町
議
会
も
最
善
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
実
り
、ス
ポ
ー
ツ
、食
欲
の
秋
と
な
り
ま
し
た
。

旬
の
も
の
を
食
べ
、
体
を
動
か
し
寒
い
冬
に
負

け
な
い
体
づ
く
り
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
小
野
町
議
会
広
報
編
集
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
委
員　
橋
本　
善
雄

あ
と
が
き

おのまち議会だよりは、
環境にやさしいインキを
使用しています。


